
経営理念：利用者『最善の利益』を図り、地域の福祉に貢献する 

保育の １．子どもの人格・人権を尊重し、一人ひとりの思いを大切にします ２．子どもの発達に即した援助・保育をします 

方 針 ３．子どもが安心して過ごせる生活の場にします 

保育目標 ◆じょうぶな身体（健康）◆たしかな考え（理性・認識）◆ゆたかな心（感性・情緒）◆よき仲間（協調性・社会性） 

かぴら べなれす年少クラス便り  ２０２３年６月２7日(火)  

     文責：山角 沙織 

憧れが力になる 

～お姉ちゃんになったら出来るよね～ 

 

 最近の年少さんは、自然と年長さんのしていることをよく見ており、自分たちもしたいなと憧れが強くなっ

てきました。 

年少の時期は、自我がよりはっきりしてきて大人の手を借りなくても「自分でする」「何でも自分で出来る」

という気持ちが強くなると言われます。 

大人の真似をしたり、手伝いも進んでやってくれます。色々なことをやってみる！そんな機会を大事にした

いと思います。しっかり成長しており園生活の中でもよく自分たちもやってみたい！を感じることが多くなり

ました。その行動が朝の会の司会です。いつもは、年長さんが司会を順番にいているのでそれを見ていて自然

と遊びが始まるようになりました。そして、遊びから実際に皆の前で司会をやってみたい！！という気持ちが

強くなり、そこを認めてくれた年長、年中さんがいて実現しました。 

いつもは「しっかり座ろう」と声掛けするものの、皆の前に立ち大役があるとなると堂々としたものでした。

サポートしてくれる年長さんもいたもののしっかりやり遂げました。そして、仲間が前に立つとなるとそれを

見守る友だちもいつもよりしっかり者に見えました。こんなにしっかり出来るんだな～と、また成長を感じた

とこでした。 

次の目標は、ニワトリの餌きりをする包丁使いです。「お姉ちゃんになったら出来るよね！！」と毎朝楽しみ

にしているので今は、餌ちぎりから始まっています。憧れから、出来た！！の自信をたくさん増やしていきた

いです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦情・相談解決制度 本園の保育や処遇等に意見・要望がありましたら、ご遠慮なく申し出て下さい。   

受付担当者 主幹保育教諭   黒木 美紀    解決 責任者 園長 假屋 由美子 

第三者委員 丸田 瑞穂（099-482-2927） 横峯 友里子（099－474－1851）  山口 和美 090－5473－5866） 

 

絵本の読み聞かせごっこも、絵を

見ながら自分たちで読み合いっ

こ！してもらう経験からしてあげ

たいという気持ちに。オリジナル

絵本を楽しんでいます！！ 
 

本当に出来るのかな？の不安は心配無用でした！！ 

毎日の流れがよく分かり、理解しているんだな～と感

心しちゃいました！！次に司会をするのは誰だろう～

と皆自分の番を楽しみにしています！！ 

 



 

頂上は気持ちいいよ

～！山のポーズ！！ 

 一緒に遊ぼう！！高さ勝負だ！！ 

 

ピーマン狩りへいってきま

した！！収穫が楽しくて皆

「ピーマンすき」と言って

いましたよ(o^―^o) 

 

夏祭りに向けて！！相撲も楽しん

でいます。可愛いちびっこ相撲で

す。 

さあ～、勝負はどうなるかな～ 

   応援お願いします！！ 

 

遊びも真似て！！ 

みててね！！ 

一緒が出来るよ～！！ 

 

 


